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日本だけでは最適化
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日本がイニシアティブを取り、健全な物質循環に基づく持続可能社会へ誘導



持続可能社会像・設計図・移行シナリオの策定方法持続可能社会像・設計図・移行シナリオの策定方法

持続可能性概念の設定 持続可能社会の理想像の設定持続可能性概念 設定

理想像と現状との較差の評価、
利用可能な持続可能資源の発掘

現状データの収集・解析
利用可能な持続可能資源の発掘

目標の設定

実現手法・手順の考案
（シナリオ代替案の設定）

対策技術などの
デ タベ ス（シナリオ代替案の設定） データベース
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No
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•再資源化技術検討
•合意形成手法検討
•経済分析

資源循環モデル
による予測評価

•物質フロー解析
•エネルギーフロー解析
•観光の環境影響分析

持続可能社会像・設計図・評価結果・シナリオ 施策実施時



地域のバイオマス資源を処

主製品

副製品

地モノ
木工品
紙
・・・
ＰＬＬ

地域の需要のOO%相当

おがくず、かんなくず・・・
地域のバイオマス資源を処
理・処分・再利用したい

何に変換?

需要 供給
マッチング

（バランス・タイミング）

現状のOO %代替

ＰＬＬ

地エネルギー
エタノール
メタン
直燃
混燃

主製品

副製品
処理 地域処理容量のOO %

廃棄物・未利用

･･･

主原料以外のInput
モノ

副製品

再利用 地域農地施肥量のOO%

地域にバイオマスエネル
ギーを導入したい

どんな資源?

薬品
・・・

エネルギー
石油系（収集も）
電力

ネットの
エネルギー・
コスト収支

資源作物

・・・・

地域のバイオマスで供給可能か？

地域の荒地を元通
りにしたい

どんな資源作物?

農林業 供給

Step 1) すべてのチェック項目が条件を満たすか？

Step 2) いかにして運営を続けるか？

農林業へのInput
モノ
肥料（Ｎ、Ｐ）
・・・

エネルギー
栽培直接 ネルギ

需要 供給

「芋づる式 シ ム設計栽培直接エネルギー
栽培間接エネルギー 「芋づる式」システム設計

迫田章義（東京大学生産技術研究所）


